
昭和63年 6月 1日発行 岐阜県プラスチック工業組合会報
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大松幸栄理事長が急逝、後任は大野繁俊副理事長

工業組合創立20周年記念式典を挙行、業界の発展を誓う

式典には梶原副知事ら関係者百人を招く

工業技術センターで7月7日から技能検定を行う

デザインのすすめ

組合員の工場訪問
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大松辛栄理事長が急逝

後任に大野繁俊副理事長が就任
岐阜県プラスチック工業組合の大松幸栄理事長は、五月十

七日、急逝されました。まず、あまりにも突然に逝去された

大松幸栄理事長のこ‘‘冥福を、工業組合員一同、心よりお祈り

申し上げます。

岐阜県プラスチック工業組合は、かねて昭和63年を『創立

20周年記念の年』とし、大松理事長を中心に記念事業の準備

を進めてまいりました。その晴れの記念式典を直前にして、

忌まわしい訃報に接し、もう言葉もありません。誠に哀惜に

堪えない次第であります。

思えば岐阜県のプラスチック加工産業は第二次大戦後、廃

墟の中から発祥し、以来、岐阜県の地場産業として定着、四十余年後の今日では、全国有数の

業界に数えられるまでに成長を遂げたのであります。この間、大松理事長は岐阜県業界はもと

より、全国成形加工業界の最高リーダーとして大活躍されてこられました。その卓越した識見

と企業経営力はもとより、行動力、組織団体の統率力など、手腕と力量には誰もが敬服し、業

界の偉大な指導者として仰いできたところであります。

その偉大な業界のリーダー・大松理事長の急逝を知り、工業組合は緊急役員会を開催、協議

の結果、陣頭指揮をされてきた『工業組合創立20周年記念式典』を予定どおり挙行することを

決議いたしました。また、後任の理事長については互選の結果、大野繁俊副理事長を選任し大

松理事長の遺志を受け継ぎ、役員一同、一致団結して組合運営に当たることにしました。

大松理事長最後の写真
なお、工業組合では大松理事長

が急逝される直前の五月十日、理

事会を開き、大松理事長の司会の

もとに組合シンボルマークを制定

した後、記念撮影し、さらに『創

立記念のしおり』に掲載するため

工業組合活動20年を振り返って懇

談会を開催しました。故人を偲び

再掲載させていただきました。
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組合シンボルマーク

を制定後に記念撮影



業界の一層の発展を誓う
れの創立20周年記念式典を挙行

大野新理事長、団結を呼びかける

岐阜県プラスチノク工業組合は、 5月26日午前10時から岐阜市内にある岐阜グランドホ

テルで『第20回通常総会』と『工業組合創立20周年記念式典』を開催した。通常総会は大

松理事長の急逝によって新しく就任した大野繁俊理事長が、大松理事長が豊橋市の病院で

急逝された事情や、創立記念式典を予定どおり実施することにした理事会の審議経過を報

した後に行った。

創立20周年記念式典は、総会の議案審議の後、午前11時から梶原拓岐阜県副知事ら来賓、

関係者として招いた約百人と組合員が出席して開催したが、大松さんの逝去を悼んで厳粛

な記念式嗅となった。

事業計画、予算など

の全議 案を可決する

通常総会は大野新理事長の「大松

さんの遺志を受け継苔、組合はもと

より業界の振興に全刀を尽くしてい

きたい」とする挨拶ではじめた。

議事は①62年度の事業報告と総額

3,722万余円にのぼる62年度の決算

② 8項目にのぼる68年度事業計画と

3,947万円の収支予算③68年度賦課

金及びその納入方法についてーなど

の議案を原案どおり可決した。

このうち68年度の事業計両は①講習会、見学

会、巡回技術指導などの事業や、技能検定試験

を委託実施する。今年から「射出成形」に「金

型製作」を新しく加えて実施②情報提供事業③

自動車、車検、電化製品、医薬品などディーラ

ーや取扱店と提携し、共済事業を行う。また、

割賦制度も従業員まで対象を広げ、簡易な銀行

記念式典に先だって開いた 63年度の総会

口座引落方式も採用。共同購買事業は工場設備

機器まで枠を広げ、市価より相当安価に提供③

制度融資のあっ旋など金融事業④労働保険の事

務代行事業⑤保険の代理店業務ーなどを行う。

大 松 利 幸 岐 阜 プ ラ 社 長 を 理 事 に

なお、総会の席上、欠員となった王里事に大松

利幸岐阜プラスチノク工業社長を選任した。
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記念式典、 祝辞や表彰で祝う

梶原副知事ら関係者百人を招く
『工業組合創立20周年記念式典』は、 5月26日午前11時から岐阜市内にある岐阜グラン

ドホテルで開催した。式典には梶原拓岐阜県副知事、河合章名古屋通産局生活物資課長は

じめ関係機関・団体また、業界からは矢島一郎日本プラスチック工業連盟専務理事らプ

ラスチック業界の団体・企業の代表者約百人を招き、これに式典前の通常総会に出席した

組合員が参加して開催、創立20周年を祝った。

庁はもとより業界のメーカー・商社、さらにユ
20周年を 機に一層の活動強化を

記念式典は、児玉庄一副理事長の開会の言葉

に続き故・大松前理事長に対する黙祷で始まり

大野新理事長が「この晴れの式典は、本来なら

大松さんがこ｀挨拶を申し上げるはずでありまし

た。かけがけのないリーダーを失い、呆然、自

失の極みであります」と前置きして「工業組合

は昭和43年 6月の創立いらい団体活動によって

プラスチック加工業界の成長発展へと大ぎな役

割を果たしてきました。これはひとえに諸官公

ーザー各位のこ‘指導、 ご協刀によるものです」

と、関係者へ感謝の意を述べ、最後に「創立20

周年を機に工業組合の組織充実と一層の活動強

化をお約束したい」と新たな決意を表明した。

この後、記念事業実行委員長の武藤昭三副理

事長が20年間にわたる組合事業の経過を報告し

「創立を祝うことで大切なことは、過去を振り

返るばかりではなく、これを機会に10年後、 20

年後の将来の飛躍を考えることだと思う」と、

組合員の一層の奮起を呼びかけた。
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故大松氏と役員 4人に知事表彰

来賓の祝辞は、まず、梶原拓副知事が「幾多

の環境変化を克服、県の七大産業の一つに数え

られる基幹産業に成長されたことは、組合員企

業のひた向きな努力の結果で、その労苦に深く

敬意を表するしだいです。今後、円高基調の中

さらに発展していくには、各企業が経営基盤の

強化、生産技術の高度化・合理化を図り、多様

化する消費者ニーズに的確に対応した付加価値

の高い製品開発が大切であります。県としても

地域経済活性化の最重点施策の一つに掲げ、中

小企業が時代の変化に対応できる積極的な支援

施策の展開をしていきたい」と激励した。

このあと梶原副知事から故人となった大松幸

栄氏に県知事表彰状が手渡された。

また、大野繁俊、武藤昭三副理事長、田中弘

ー理事、林豊監事の四氏も組合功労者として県

知事表彰を受けた。
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/采博を機に技術革新:
関係機関や団体からメッセージ

さらに来賓の祝辞が続き、名古屋通産局長代理として

出席した河合章生活物資課長は「岐阜県は折から”ぎふ

中部未来博”が開催されますが、プラスチック加工業界

が未来に向かって安定的に発展を遂げていくためには、

これを契機に技術の革新に挑戦し、製品の一層の高品質
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事 組合表彰を受ける組合員企業の従業員ら
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化を図り、多様化するニーズに的確かつ迅速

に対応されることが重要であります」と、メ

ッセージを伝えた。

また、日本プラスチック工業連盟の矢島一

郎専務理事は「この短い期間に岐阜県のプラ

スチック加工業が地場産業として基盤を確立

されたことは、結果的には日本のプラスチッ

ク産業の発展に貢献されたことになり、工業

連盟を代表して感謝を申し上げます。とくに

大松前理事長は、幾つかの全国団体の要職に

つき、活躍されてこられました」と、故人の

生前の功績を讃えた。

最後に、岐阜県中小企業団体中央会の田辺

満専務理事は「近年の当工業組合は、活路開

拓調査事業はじめ数々の組合事業と積極的に

取り組まれてきました。この20周年

を節目に一層活発な組合事業を展開

してほしい」と激励した。

このあと児玉庄一副理事長と 5理

事、 1職員を組合功労者として表彰、

また、組合員企業の従業員22人を永

年勤続者として表彰、さらに記念事

業協賛各社に対し感謝状を贈った。

記念式典を終わって会場をロイヤ

ルホールに移し、記念のパーティー

に入り歓談、交流を深めた。 式典の最後はロイヤルホールで記念のバーティー

さ 芝槻械株式会社

本 杜束京都中央区銀座 4 丁目 2 - 11 

名古屋営業所名古屋市中村区名駅 4丁目 7番 23号

化工機課 TEL 〈052〉 561-8 3 4 1 
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技術センターで技能検定を行う
7月7Bから一、二級で44人が参加

工業組合は岐阜県職業能力開発協会から委託をうけ、 7月7日から22日までの11日間、

岐阜県工業技術センターで『63年度・技能検定』を実施する。これに先立って受検者を対

象に『特別講習会』を 6月30日から開き、基本からみっちり勉強してもらう。

なお、学科試験は 8月28日、県人材開発セン

検定 に 先 立ち技術講習会を開く

今年度のプラスチック射出成形の実技受検者

は 1級 8人、 2級36人の合計44人と、昨年に続

く大量受検で、ハイテク時代にふさわしくレベ

ルの高い技能検定になりそう。

この技能検定に先立って開く特別講習会は、

6月30日と 7月 1日の 2日間、実技検定を行う

岐阜県工業技術センターで実施する。

講習内容は、第一日が①実技試験の解説と受

検対策②学科試験の解説と受検対策。第二日は

午前中が③機械取り扱い説明と加工技術④機械

取り扱い説明と加工技術ーで、午後は受検日と

使用機種の公開抽選をした後、実習する。

講師は、日精樹脂工業の日精スクール教官等

が担当する予定。

技能検定は、 7月7日から土、日を除く 17日

までの 9日間が 2級の実技検定、また21、22の

2日間は 1級の実技検定を行う。

ターで全国統一のもとにペーパーテストが行わ

れる。合格者の発表は10月7日に予定されてい

る。

『組合員ガイドプック」を発刊

工業組合は県地場産業活性化対策事業を実施

してきたが、その一環として『組合員ガイドブ

ック』を発刊した。 B5版 162ページで、創立

20周年記念式典の参加者全員に配布した。

三菱化成のエンジニアリングプラスチックス
ナイロン圏脂
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r------…～-企―—●● →------------~が一～～・-．．．．ー・．．．ー？． れば手に入らないもの、最も情報が少ない何か

との出合い、こんなときめき体験が今求められ

ているのである。

lテザ‘イン3すすめ ！ 
！ ！ 
｝ 岐阜県プラスチックデザイン協会！
し--～・---------―←—·二．．一——·-．．．--·--、．．--—·---• ・ •・·=→●●ー・---~-~~～～』

サムシング•ニューヘの”ときめき”
生活者の求める「豊かな生活」がどのような

もので、今何が豊かであるかは生活者個々によ

って違うが、それほどの無理をすることもなく

全ての事がそれなりに可能なのが現状のようで

ある。

しかしこれは、逆に言えば、このところ、い

ささかマンネリ化が進んでいる原因にもなって

おり、”ときめき”商品へのニーズを大きくク

ローズアップさせるにいたっている。

たしかに私達の”ときめき度合”は、年々低

下する一方であるし、家族単位で受け止めてい

たときめ合も、いまでは個人的レベルでしか感

じられない。

では、テレビによる旅行案内や少々はしゃぎ

すぎる TVレポターによって、実際に体験する

時には非常に貧困な”ときめき”しか得られな

い今日、私達のと苔め合の対象として、どのよ

うなモノやコトがあるのだろうか。

人の感じた”ときめき”の話しを聞くよりも

自分がときめきたいし、見て楽しむより実際に

体験したほうが、はるかにときめき度合は大き

いはずである。

もっと実現が困難なモノ、もっと苦労しなけ

このような体験の一つに、 「ものがたり」体

験があり、種類として 4つほどあげられる。

①おとぎ話、メルヘンの世界

（東京ディズニーランド、アイドルワンダ

ーランド、サンリオギャラリー、など）

②冒険、アドベンチャーの世界

（ドラゴンクエスト等のTVゲーム、光線

銃や巨大迷路による実体験、スカイスポ

ーツやマリンスポーツ、など）

③ロマンスの世界

（時代がかったオペラや騎士物語の大ホー

ルでの鑑賞、豪華客船や豪華ヨットでの

クルージング、など）

④異文化の世界

（ヨーロッパの古城を改造したホテルでの

ハネムーン、海外旅行、など）

このように、と送めき体験に対応した商品も

すでにいくつか考えられている。

しかし、”と含めき”ビジネスはまだ始まっ

たばかり、 「売り」のシステムのなかに”もの

がたり”体験に対する手だてはまだまだ考えら

れそうである。

（岐阜県工業技術センター 技術振興部）

油 化学 品
O)取 扱

ポリスチレン

1氏密 度 ポ リ エ チ レ ン

高密度ポリエチレン

ポリプロピレン

カルプR

ポリカーボネート

出光日901ヒ零鰈式舎社
東京都千代田区丸の内3-1-1（国際ピル）〒loo 匹 03-213-3111 

名占屋支店 名古屋市中区栄2丁目 1番1号（日」池名凸屋ビル5F) 〒460 ffll52-231 -8611 
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小規模ながらも一味違った経営

1オンダ化成 I

工場訪問は岐栄協の会員、オンダ化成（山県

郡美山村出戸 190、代表・恩田尚）を訪ねた。

この出戸は町村合併前の乾村というから、洞戸

とは隣り合わせにある。

美山もここまで来ると高富街道を経て岐阜ヘ

出るよりも、洞戸を経て美濃や関へ出る方が早

い。のどかな山間地、出戸の交差点を少し入っ

たところに恩田さんの経営する工場がある。

フロアの全部が板張の成形工場

その工場に入って驚いた。射出成形機4台が

並ぶ工場の全部が、事務所と同じ板張。一瞬、

縫製工場へ来たかと間違えてしまうほど。

恩田さんは「零細な下請企業が生きていくに

は、人と同じことをやっていてはダメ。とくに

工業部品の成形は、ますます精密化が要求され

てきたので、工場内の環境整備を徹底的に考え

たのです。結果的には成形品に土埃や油が付着

せず、納品検査が楽になりました」と、板張フ

ロアを自慢する。

最近、この板張フロアの工場が親メーカーの

耳に入り、ブラジルからの成形技術者養成やヨ

ーロッパ向け金型の技術者研修に提供するなど

大いに気を吐いたところである。

後発企業のハンディ払い除ける

恩田さんが創業したのは、昭和47年。それま

で8年間の電報局勤めに見切りを付けて自宅に

成形機を入れ、バルブの部品を下請加工したの． 
が始まり。その時80歳。当時よく言われた脱サ

ラである。しかし、成形加工業としては後発、

ハンディを払い除けるために苦労が続いた。

真っ先にやったことは取出し機やコンベヤー

の導入。それに機械を増やしても人は増やさず

また、機械の導入に当たっても負担の少ないリ

ースにするなど、小規模ながら一味違った経営

を進めてきた。

次の目標は法人化

板張フロアの工場（約 265

平方メートル）が稼動しても

う4年へ成形品目も日用雑貨か

ら工業部品へと主力が移り変わ

り、すっかり軌道に乗ってきた。

自慢の板張フロアの工場を見回る恩田さん

その恩田さん「それに自衛

隊から息子も帰ってきたので

工場らしくなってきた。次の

目標は会社組織にすることで

す」と目を輝かす。
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事務局だより
会員と事務局を結ぶページ

□大松幸栄さんと最後の別れ惜しむ口

新聞・テレビなどで大きく報道されましたよ

うに、当工業組合の大松幸栄理事長が急逝され

ました。睛れの記念式典を前に、業界はもとよ

り財界は大きな柱を失いました。誠に哀惜に堪

えないしだいであります。本号のトップ記事は

哀悼の意を表して一文を掲載しました。

とくに 5月10日に開きました理事会で、組合

のシンボルマークを決めた後の記念撮影は、奇

しくも大松さん最後の遺影になってしまいまし

た。 『創立20周年記念のしおり』に掲載したも

のですが、故人を偲んで再掲載させていただ恙

ました。

なお、 6月9日には岐阜市の文化センターで

大松さんの社葬がしめやかに行われました。当

工業組合からは大野新理事長はじめ理事や組合

員の多くが参列しましたが、この葬儀・告別式

の参列者は三干人を越え、人々は長い列をつく

って献花、別れを惜しみました。

口創立記念式典、ととこおりなく挙行□
2年がかりで準備して含ました『工業組合の

ポリエチレン 塩化ビニル樹脂

創立20周年記念式典』は、来賓多数のこ‘出席を

えて、とどこおりなく挙行することができまし

た。ご協力ありがとうこ｀ざいました。本号では

その記念式典の模様を記事と写真で紹介させて

いただきましたが、記念事業の一つとして発刊

しました『創立20周年記念のしおり』とともに

こ‘‘ー読ください

□金型整理にスライドラックあっせん口

ダイフクと提携し、各種機器を割引き購入し

あっ旋しております。とくにスライドラックは

好評で、多数の組合員の方々にご利用いただい

ています。価額は35％引きです。

また、工業組合では共同購買事業に力を入れ

ていきます。市価より相当安く提供できるよう

にしますので、こ利用ください．

岐阜県のプラスチック
1988 82号

昭和63年6月1日発行

発行岐阜市六条南 2丁目11番 1号

（岐阜産業会館4階）

電話 (0582) 7 2 -7 1 7 3 

FAX(0582) 7 6-152 5 

岐阜県プラスチック工業組合
発行責任者 篠田裕之

熱可塑性エラストマー
スミカセンR スミリットR 住友RTPE
エチレン酢酸ビニル共重合樹脂 メタアクリルシート 合成ゴムSBR

エバテートR スミペックスR 住友@SBR
ポリプロビレン メタアクリ）し樹脂 合成ゴムEPR

住友ノーブレンR スミペックス-BR エスプレンR
ポリスチレン樹脂 高密度ポリエチレン エチレニングル酢共酸ラ重ビ合ニフ樹ル脂l 塩化ビ
エスプライト スミカセンハード スミ トR

工業株式会社
名古屋支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番18号（興銀ビル）

電話 <052〉201-7571
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ぐ‘‘｀ニーズに適確に
辺こたえることで
未来の扉をひらきます

廂叢や生活のあらゆる分野て、便利さや快適

さを小みだしてしヽるプラスチ，9 ク。 このすぐ

れた特•l'I• をコントロールして、鋲栄のために

よりよく活用しなければなりません＿ fけ越ホ

リマーはプラスチ 9 クを i・：な素材として、各

柿の製品を多角的に1}り発、 'tii(：、IIK必してし、

ます。一方、これらの製造や流通のプロセス

にあたっても、安令や環度の保令にも十分配

！信し、時代と社会のニーズにこたえる新しし、

価値づく＇）を進めています。

I新しい素材を価1直あるものに I

O)f言租ili1Iマー
名古屋支店名古屋市中村区名駅 4丁目 27番 28号 （新名古屋ビル）

ら
で
は
c
、
離
れ
技

なン
一コ＂ノ

/
 

暉

色＆と

置iIKon•) f言~/~リコ—コ
R信越化学／名古屋支店

名古屋市中村区名駅4-27-23（新名古屋ピル東館）

TEL(052) 581-6511（イ-t)

プラスチックの離型に最適な離型剤を

ご紹介します。

信越シリコーン離型剤。熱に強く、化

学的に不活性てすから、型や成形材料

を汚したり、傷めたりする心配があり

ません。不良品の発生を防ぐばかりか、

清掃などの労カ力渾各減てきますのて‘、

作業能率も一段と向上します。

く特長＞

●少量の粧布ですぐれだ離型性。

●耐熱性、撥水性に芍くれていま可。

●化学的に不活性で可ので、型を侵しません。

●複雑な型にも使えます。

●品種ガ豊富で可。

゜



射出成形を知りつくしたNISSE!だから
満足出来る高度ゾフトいろいろ。

射出成形機づくり40年。先進技術で常に業界をリードし続けるNISSE!

射出成形機を消青密産業機械クとして位置づけ、あらゆるニーズに応える豊富な機種・

システムが、各産業界から高い評価を得ています。しかも、ユーザーの皆さまの利益追求の

ために、長年の経験を生かし、射出成形をトータル的な視野でとらえ、多様化する成形

加工の課題に挑みつつ、明日のプラスチック産業の発展にむけて、大きく前進しています。

N,SSE, 

日輯鑓癖工業尊式會祉
岐阜出張所 〒500岐阜県妓阜市茜部寺屋敷3-40茜ヒルIF ff (0582) 72-5952 

本社・工場／長野県坂城町南条 2110 ff (0268)82-3000（大代表）

111東京事務所111営業所／西関東・東関東・大阪・名古屋・長野・東北・広島

111出張所／全国29ヵ所111海外サーヒスステーション 27ヵ所 19ヵ匡l

EIKI 理想は名椒です
プラスチック射出成形機の

専業メーカーとして、型締力35
トン の超小型精密機から

12,000トンのジャンボダイナに

至るまで、プラスチック射出成形

機一筋にかける情熱は、各種の

＠株式昨名椒裂f'f<矛 本社・工場
愛知県大府市北崎町大根2電く0562〉48-2111



：業薬El販売
合成樹脂

山 田 化 成 式株 社
取締役社長 山

水 会
正田

本 社

名古屋出張所

〒101東京都千代田区内神田 2丁目 8番 4号

T E L (03) 256-7 8 6 1（代）

〒460名古屋市中区丸の内 3丁目 13番18号（サワニビル）

T E L (052) 961 -6 5 9 1（代）

． 
．
 
＠
④
 B拿含虞コ”ム繊式拿礼本社／東京都中央区築地2-11・24TEL(03)541-4111• 名古屋支店／TEL(052)571-1231



況見と発明
MMA部門を中心として、時代のニーズに合った

発見と発明を・・・

ゆだかな生活環境をワリエイト

“発見＂されたモノを H常牛活に使用

てきるように研究開発することが“発明”

て` す。人類にとって新しく“発見＂された

エネルギー“天然ガス＂を原料に「 fふ

品質索材の総合開発」をテーマに、“発

明＂を続ける協和ガス化学工業。メタ

クリル一貫生産メーカーとして、常に

“より良いもの＂を求め続けています。

メタクリル樹脂・；主型板

“マ9マ9《
メタクリル樹脂・押出板

コl=E-7.~X
メタクリル樹茫成形材料

“ゥベ・”1-:
協和ガス化単工業榛式会社

本社 〒103東京都中央）刈）本橋3-8-2斯）（本橋ヒ”..(03)277-317'
人阪事務所 1906)34が3901／名古柑貨業所〇'(052)951-6396
饂岡常業所 1!(092)711-1530／仙台伐業所 ..(0222)邸 1525

活きてる素材。
三菱レイヨンのプラスチック

メタクリル樹脂／9反状品

アワ’Jライトメタクリル99t詣 9'射出成形9オ＊＋ァヮIJペットR
ABS樹脂

，．ィャベ．，卜RABS

人三菱レイヨン
東京(272)432|／大阪(202)2241／名古屋(561)6711



巳1J買””デッグ

今新 しい

テーフ九レウェアーの
たび だち

出発。
ノーブル（英語）とは‘‘高貰’'という意味、

その名にふさわしいテーブルウェアー

として、 リスの一貫したデザインポリ

シーから生まれたメタクリル樹脂の最

高級品です。

ノープル

岐阜プラスチック工業株式会社
本 社岐阜市神田町 9丁目 25（大岐阜ビル 6F) TEL〈0582〉65-2233（代）
稲羽工場岐阜県各務原 市前渡東町 3620 TEL〈0583〉86-9311（代）
支 店 東京・大阪・名古屋•福岡 営業所 高松•仏畠・仙台・札幌・字都宮


